昨年の 後半期から、 非常に 恋愛 論が とりあげられ、 

いろいろの 雑誌. 新聞の 紙面が にぎわった。 一方に 社 

会の 有様 を 考えて 見る と、 二 • 二 六 事件の 後、 烃大な 

増税案が きめられて、 実際に 市民生活 は 秋 ごろから そ 

の 影響 をう け はじめて いる。 煙草 • 砂糖 • 織物す ベ て 

が 高価 になり、 若い サラリ —マンの 日常 は 些細な と マ J 

ろまで 逼迫して きている。 軍需 インフレ— ショ ンは 一 

部 をうる おしてい るで あろうが、 その 恩沢に あずから 

ぬ 者の 方が 多い こと は 明らかで ある。 この 数年 来、 若 

い 男女の 経済 生活 は、 中流 層の 崩壊に つれて 困難の 度 

を 加えて きている。 結婚 難 も 増し、 従って、 若い 人々 



の 間の 恋愛の 感情 も 複雑な 影響 を うけてい る。 その 困 

難 を 打ち ひらいて、 若い 時代に ふさわしい 希望と 生活 

にう ち 向う 気力 を 鼓舞しょう とする 意気 組から、 これ 

ら のおび ただしい 恋愛 論 は 簇出 したので あったろう 

ゝ o 

力 

前後して、 日本の インテリ ゲン ツイ ァの 間に は 青年 

論が とりあげられ ていた。 青年が、 現代の 日本に おけ 

る 社会 情勢の 中で は、 数年 前 マルクス主義が 自由に 検 

討され た 時代の ような 若い 時代の 歴史 性の 自覚、 確信、 

それ を 可能なら しめる 客観的 事情 も かけて いるし、 さ 

りと て、 若い 精神と 肉体と を ある 一部の 特殊 世界の 



についても、 それに 準じて、 親の 利害に 反対し ない 範 

囲で、 ひとに 選んで 貰った 対 手と、 婚約 時代に は 交際 

も するとい う 程度のと ころが 穏当と された のであった。 

藤 村 や 晶子が 盛に ロマン ティ ックな 詩で 愛の 美し さ、 

愛し 合う 男女の 結合の 美し さ、 価値 をうた つた 時代、 

現実の 社会生活の 中で は 決して そのような 誰に も のぞ 

ましい 結合が ざら にあった 訳ではなかった。 進歩的な 

若い 文学者な ど (例えば 透 谷 • 藤 村 • 独 歩 • 啄木 その 

他) が、 新しい 生活への 翹望 とその 実現の 一端と して、 

自分た ち の 恋愛 を 主張し、 封建的な 男女 の 色恋 の 観念 

を 破って、 人間的な 立場と 文化の 新生面の 展開の 立場 



を 人間的な 悲愴 さで 眺め 解剖しつつ、 そういう 牡で あ 

る 男に 対 手と なる 女が、 はたして 男が 牡で あると 同量 

にある いは その 自発的な 欲望に おいて 牝 であるか どう 

かとい う 点に ついての 観察 は 深めなかった。 当時の 考 

え かたに 従って 男 を 牡と 見き わめて、 自身の 牝を 自覚 

し、 強請す る 女 は、 日本の 自然主義 文学の 中には 描か 

れ ていない。 男に 岩 野 泡 鳴 はいたが、 女に はそう いう 

作家 も 出ず、 自然主義の 後期に それが 文学の 上で は 日 

常 茶飯の、 やや 瑣末 主義 的 描写に 陥った 頃、 リア リス 

ティ ックな 筆致で 日常 を 描く 一 二の 婦人 作家 (故 水 野 

仙 子 氏な ど) を 出した にすぎない。 この ことに も、 日 



処女 会の 訓練 法 は、 はたして 若い 女の 進歩 性 をのば 

している であろう か。 進歩的な 農村の 青年ら が 希望す 

る 女と しての 内容 を 与えて いるであろう か。 この こと 

に は 再び 多くの 疑問が ある。 封建的な 家と いう ものの 

重さ、 近代的 高利 貸の 重さ、 昔ながら の 少なからぬ 風 

習の 重さ。 これらに 立ち 向って 農村の 進歩的な 青年 男 

女 は、 彼らの 若い 人生の 路を 推し 進まなければ ならな 

いので ある。 それ は 行 手の 長い、 実につ よい 根気の 求 

めら れる路 である。 どうせ、 といって なげ 捨てて しま 

えば、 たちまち まわりの 重さに 息 を とめられて しまう _ 

何とかして その 重さ を はねのけよう とする 欲求、 その 



がむ しろ 多いで あろう。 下級 勤 人 ほど、 この 家庭の 経 

済 的 羈絆 は その 肩に 重から ざる を 得ない ので ある。 

それに、 一 つの 職場 中で も、 伝統的な 男尊女卑 はの 

こって 作用して いる。 職業婦人の 感情に は、 集団と し 

て そのし きたりに 反撥す る 感情の 潜んで いる， ，- とは自 

然 であり、 男の 同僚た ち も、 男 尊の 一 般的 傾向に しば 

られ 女に 親切な 男と して 仲間から ある 笑い を もつ て 見 

られる こと を 厭う。 馘首の 心配に 到る 前に、 これらの 

重複した 原因から、 男と 女と は、 一 っテ— ブルの あち 

らと こちらと でも、 まともに 対 手 を 眺めようと しなく 

成って いる。 人間の 心理 は 微妙で あるから、 自然な 状 
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